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議事概要 

会議名 令和７年度 第１回首里城復興推進本部会議 

議題 

【報告事項】 

・令和６年度における首里城復興への主な取組状況について 

【議事事項】 

・令和７年度首里城復興基本計画推進事業(案) 

【その他】 

・正殿完成記念イベントの庁内連携体制（案） 

 

日時 令和７年８月 13 日（水） 10:00-10:50 

場所 県庁６階 第２特別会議室 

出席者 

本部員 
知事、池田副知事、大城副知事、知事公室長、総務部長（代理： 

財政統括監）、企画部長、農林水産部長(代理：農漁村基盤統括 

監)、商工労働部長、文化観光スポーツ部長、土木建築部長、教 

育長（代理：参事） 

事務局 土木建築部首里城復興課 

配布資料 
・令和６年度における首里城復興への主な取組状況 

・令和７年度首里城復興基本計画推進事業(案) 

・正殿完成記念イベントの庁内連携体制（案） 

 

議事概要： 

 
【報告事項について】 
事務局から、資料「令和６年度における首里城復興への主な取組状況」をもとに報告し、特に質疑はな

かった。 
 
【議題事項について】 

事務局から、議事「令和７年度首里城復興基本計画推進事業(案)」の概要と、今年度から新たに進捗状

況欄を設けたことについて説明し、 その後、関係部局長から推進事業(案)をもとに、本年度の主な取組

について以下の説明があった。 

 

◎土木建築部長 

 ・首里城復興基金事業の取組について 

 ・首里城復興事業の取組について 

 ・社会資本整備総合交付金を活用した取組について 

 ・管理体制構築検討委員会の運営について 

 ・松崎馬場、中城御殿等の整備について 

 ・首里城歴史文化継承基金事業について 

 ・新・首里杜構想による歴史まちづくりの取組について 

 

◎文化観光スポーツ部長 

 ・首里城復元における技術継承・人材育成について 

 ・琉球王国文化遺産集積・再興事業について 
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 ・観光２次交通利用促進事業について 

 ・伝統文化活性化事業について 

  

 ◎教育長（代理：参事） 

 ・円覚寺保存整備事業について 

 ・首里城復興事業（やぐらの修復等）に関する取組について 

 ・正殿遺構の保存の取組について 

 ・県指定有形文化財の修復に関する取組について 

 ・琉球王国肖像画修理事業について 

 

 ◎商工労働部長 

 ・高度工芸技術者養成事業について 

 

 ◎農林水産部長（代理：農漁村基盤統括監） 

 ・首里城復元に活用するため伐採した樹木の植林及び保育活動について 

 

 ◎知事公室長 

 ・第 32 軍司令部壕の保存・公開に係る取組状況について 

 

 ◎総務部長（代理：財政統括監） 

 ・ふるさと納税を活用した首里城復興の推進について 

 

次に、本部員から議事に対して以下のとおり質疑があり、関係部局長及び事務局から回答があった。 
 

◎池田副知事 
 中城御殿の進捗状況について 
 
（事務局回答） 

令和６年度に工事に着手し、不発弾の発見により一時工事中止となったが再開している。遺構の出現

もあり、工程を見直しているが、令和８年度中の完成を目指している。 
 
◎大城副知事 
 人材育成について、首里城完成後も継続して実施するのか。 
 
（商工労働部長回答） 
 高度工芸技術者養成事業は、平成２５年度から実施しており、従来から取り組んでいるところであ

る。首里城完成後も技術者養成を行っていく。 
 
◎知事 
 大幅遅れや未着手となっている事業の現況はどうなっているか。 
 
（文化観光スポーツ部長回答） 

琉球王国文化遺産集積再興事業については、予算が厳しく、縮小して実施した。令和７年度以降、遅 

れを取り戻すよう取り組んでいく。 
琉球歴史文化の日周知啓発推進事業、琉球歴史文化芸術興隆事業については、市町村や関連団体等に 

おける取組について、集計の取り方に課題があり、実態把握ができていない状況。今後、実態把握をし

っかり行っていく。 
 

（事務局回答） 
 無電柱化推進事業については、対象の道路の幅員が狭く、地上機器の設置場所などを検討する必要が

あり、詳細な調査に至っていない状況である。 
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その後、議事について同意を得られた。 

 
 
【その他事項について】 

 事務局から、その他「正殿完成記念イベントの庁内連携体制（案）」について説明し、その後、三役

および部局長から以下のコメントがあった。 
 
◎池田副知事 
・完成イベントは、完成時だけでなく、年間を通して PR するなど、幅広く考えて欲しい。万博のフラン

スパビリオンでノートルダム大聖堂と首里城の展示がある。そういったところとの連携も検討してほ

しい。もう一つは、国の式典の情報をしっかりと共有し、連絡・意見交換を密に行い、重複がないよ

うに、相乗効果を発揮できるように進めてほしい。 
 
◎知事 
・国がどのような式典を行うのか、県内の各関係団体との調整が必要となると思う。 
・あくまでも私のイメージだが、首里城完成は２つの大きな歴史的事業と関連する。国の事業では、副 

知事が言った（フランスパビリオン）と首里城で行われたサミット。もうひとつは、琉球王国の歴史 

、冊封使が来た時の宴の再現。いくつかの演目を一定期間通して行っていくと首里城の完成と琉球、 

沖縄の歴史が重なっていくだろう。私のアイディアとしてお伝えしておく。 

外部有識者から意見を聴取するなど、たくさんの方々の協力をいただき、盛り上げていくという方向 

で検討してはどうか。 
 
◎文化観光スポーツ部長 
・首里城正殿完成については、今年の戦後８０周年と同じぐらいの位置づけと理解している。８０周年

記念事業と同じように、予算的には別枠で、首里城をテーマにして、機運醸成を全部局、１年を通し

てソフト的にできないかと私案だが考えている。国との位置づけがはっきりしないところはあるが、

先ほど知事が話していた外部有識者については我々は面識もあるため、連絡をもらえれば、部として

前向きに取り組んでいきたい。 
 
◎知事 
・文化観光スポーツ部と土木建築部の両部が主な主管課だと考えている。有識者の意見も踏まえ、関係

する部局からの提案も含め、その予算についても十分検討していきたいと考えているので、しっかり

皆さんで協議を行ってほしい。 
 
・首里城復興については、首里城復興基本計画に基づき、首里城の復元のみならず、首里城に象徴され 

れる歴史文化を再認識すべく、全庁的に取組みを進めていきたいと考えている。 
 
・令和８年度に予定されている正殿完成に合わせた記念イベント、あるいは年間の気運醸成のイベント 

等について、県庁一丸となって関係部局で取り組み、首里城復興の気運をさらに高めていこう。 
 
 

以上 


